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水郷佐原観光協会

佐原の大祭夏祭りは
八坂神社を中心とした
区域で行います

佐原の大祭秋祭りは諏訪神社を
中心とした区域で行います
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「シャトルバス」
10㊎・11㊏・12㊐
9:30 ～21:00

利根川河川敷臨時駐車場から
お祭り区域まで運行されます。

※ 「ポスターミニステッカー」と「専用台紙」特典付き
500 円（小学生以上）

 佐原の大祭環境整備協力金 

トイレ 身体障害者対応トイレ
ゴミ箱 身体障害者用駐車場
喫煙所 高速バス停留所

のの字廻し指定場所（随時）

※お祭り区域内での小型無人飛行機（ドローン）等
　の持ち込みと飛行はご遠慮ください

凡例

飲食物の販売のほか、休憩の場として利用できます。
（マップ中 ■ ）

物産広場・休憩所
の

佐原の大祭 夏祭り
案内マップ 

随時
随時
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１１:00～
随時
随時

16:30頃
17:50頃
随時
随時

のの字廻し（任意）
佐原囃子と手踊りの披露

御神輿の神幸
のの字廻し（任意）
佐原囃子と手踊りの披露

山車整列完了
通し砂切～のの字廻し
のの字廻し（任意）
佐原囃子と手踊りの披露

随所
「おまつり広場」前・随所

八坂神社～各町内
随所
「おまつり広場」前・随所

香取街道（八坂神社付近）
山村会館前交差点
随所
「おまつり広場」前・随所

時間日程 イベント 会場

佐原の大祭デジタル MAP

山車の現在地や広場・
休憩所・飲食店等の
確認はデジタル MAP
が便利です

山車がどこに
いるか知りたい！

市公式 Instagram では、
季節のイベント情報や普段
見られない裏側を発信して
います。

香取市観光公式SNS
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※　周辺道路への違法駐車、近隣店舗等への迷惑駐車は絶対におやめください。
※　車両通行禁止区間では自転車での走行も禁止です。
※　路上喫煙、ごみのポイ捨ては絶対におやめください。

● 祭り期間中は大幅な交通規制が実施されます。（マップ中　　　　10:00～ 22:00）
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佐原町並み交流館・三菱館

お祭り本部
警備・救護本部

佐原町並み交流館・三菱館

佐原の大祭オリジナルグッズ販売中

・水郷佐原観光協会
・町並み観光中央案内処
・佐原町並み交流館 など

販売場所 の大祭
佐原

Tシャツ
1,500円の

大祭

佐原 手ぬぐい
500円

佐原の大祭・成田祇園祭スタンプラリー実施中
今年は11年ぶりに「佐原の大祭 夏祭り（八坂祗園
祭）」と成田市の「成田祇園祭」が同日開催となりま
した。それを記念して3日間限定のスタンプラリー
を実施します。両祭り会場にてスタンプを集め、記
念に収めましょう。　　　　　　　　 ※ 参加無料



麦わら1000束を使い、町内総出で手作りされる
飾り物。口を開け閉めできる仕掛けがありま
す。平成３年までは３年に１度の本祭に合わせ
制作され、祭りの翌日に焼却されていました。
現在は５年に一度新しく作り替えています。

①明治29年(1935年)  ④龍の彫刻
②文政年間(1818～1830年) ⑤内野下座連
③八日市場区

◆
鯉
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八
日
市
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よ
う
か
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こ
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天岩戸の前で踊って天照大御神を誘い出した、
日本神話に登場する芸能、神楽、踊りの女神。文
化元年（1804）に江戸人形町の人形師鼠屋五兵
衛の手による大人形で、制作年が判明している
最古のものです。

①明治15年(1882年) ④咲樂(しょうらく)
②文化元年(1804年) ⑤新和下座連
③鼠屋五兵衛

◆
天
鈿
女
命

[

本
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あ
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日本の昔話に登場する怪童とその母。成長して
鬼退治をする坂田金時の少年期の姿で、足柄山
で、熊と遊んでいる金太郎とその様子をみなが
ら子守をする山姥を現しています。人形は古式
による三人立ちの様式です。

①嘉永3年(1850年) ④幣臺(へいだい)
②明治12年(1879年) ⑤佐原囃子連中
③鼠屋五兵衛

◆
金
時
山
姥

[
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日本神話に登場する神様。天照大御神の命によ
り、経津主命とともに大国主命から国譲りをさ
せました。鹿島神宮の御祭神としても有名。東
国平定した時の雄姿を模したものと言われて
います。

①平成9年(1997年) ④柔和(にゅうわ)
②昭和12年(1937年) ⑤与倉芸座連
③ 鼠屋

◆
武
甕
槌
命

[
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日本神話に登場する神様。天照大御神の命によ
り、武甕槌命とともに大国主命から国譲りをさ
せました。香取神宮の御祭神としても有名。生
人形の名人三代目安本亀八が佐原で最初に手
掛けた大人形。

①平成30年(2018年) ④威徳(いとく)
②大正9年(1920年) ⑤野田芸座連
③三代目 安本亀八
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主
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[
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室町時代の武将。江戸城を築城したことで有
名。武術や建築技術に秀でただけでなく、歌人
としても優れた才能を発揮しました。道灌が鷹
狩に出かけた時の「山吹伝説」は、有名な逸話と
して語り継がれています。

①明治34年(1901年) ④徳威(とくい)
②大正10年(1921年) ⑤東関戸連中
③大柴徳次郎

◆
太
田
道
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[
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日本神話に登場する国生みの神様。妻である伊
弉那美尊（いざなみのみこと）とともに天浮橋
に立って、天沼矛（あめのぬぼこ）で海水をかき
混ぜて日本列島を創り出し、多くの神々を生み
出したとされています。

①嘉永4年(1851年) ④雍泰(ようたい)
②明治43年(1910年) ⑤清水芸座連
③面六
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那
岐
尊
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稲わら1000束を使い、町内総出で手作りされる
飾り物の原型を残す貴重な文化遺産。江戸時代
に淡路島の旅人が製作技術を伝えたとされて
います。現在は４年に一度新しく作り替えてい
ます。

①平成11年(1999年) ④仁愛(じんあい)
②宝暦年間(1751～1764年) ⑤潮来芸座連
③仁井宿区

◆
鷹
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仁
井
宿]

に
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日本を建国したとされる初代の天皇。天照大御
神の子孫として日向に生まれ、より豊かな地で
国を統治すべく東征します。人形はヤタガラス
に案内されて奈良に進軍する姿。武勇の象徴と
して親しまれてきました。

①平成9年(1997年) ④烝衎(じょうかん)
②明治20年(1887年) ⑤源囃子連中
③三代目 原舟月

◆
神  
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[

舩　
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ふ
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平安時代の学者・政治家として右大臣にまで上
り詰めました。学問の神様として知られ、自作
の歌にちなんだ梅の枝を手に持っています。山
車は現存する文政5年（1820）制作の佐原最古の
ものです。

①文政5年(1822年) ④頌徳(こうとく)
②大正10年(1921年) ⑤葦切會囃子連　
③三代目 安本亀八 

(よしきり)
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菅
原
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(

菅
公)

       【山車説明】
①山車の制作年代
②飾り物の制作年代
③飾り物の制作者
④額の文字
⑤担当の下座連

　江戸時代後期から昭和初期にかけて江戸・東京で活躍した名

工、鼠屋五兵衛、安本亀八、大柴徳次郎などの人形師たちによっ

て制作された身の丈5メートルにも及ぶ大人形が山車の最上部

に飾り付けられています。現在ではこのような大人形をつくれ

る職人はいないと言われ貴重な文化遺産となっています。

山車の現在地や広場・休憩所・飲食店等の確認
はデジタル MAPが便利です

山車がどこにいるか知りたい！

大
人
形

　山車の運行に合わせ、

時に華やかに、時には優

雅に演奏される佐原囃子

は、情緒的なメロディー

が特徴で、楽曲のレパー

トリーも豊富。使用され

る楽器は、篠笛・大鼓（大皮）・小

鼓（鼓）・附締太鼓（ツケ）・大太鼓・

鉦の6種類と数多く、和楽器のオー

ケストラとも呼ばれています。

　祭り区域内で随時ご覧になれま

す。「のの字廻し」は乱曳きを行っ

ている山車が指定場所を通過する

際 (不定期 )に行います。「のの字

廻し」とは、重さ3~4トン、高さ7

メートルにも及ぶ山車を、向かっ

て左前の車輪を軸として、筆で「の」の字を

書くように数回転させるもので、豪快な曲曳

きです。山車上部の大人形があたかも能を舞

うが如く、ゆっくり回転させることが上手と

されています。

の
の
字
廻
し

佐
原
囃
子

　「佐原の大祭」は、7月10日以降の金曜・土曜・日曜日に行われる八坂神社祇園祭と、10月第２土曜日を中日とする金曜・土曜・日曜日
に行われる諏訪神社秋祭りの通称をいいます。市内が熱気であふれる佐原の大祭は、約300年の伝統を引き継ぎ、国の「重要無形民俗文
化財」に指定されています。夏は10台、秋は14台の勇壮豪華な山車は、哀調漂う佐原囃子の音と共に、時に優雅に、時に豪快に町の中
を曳き廻されます。

国指定重要無形民俗文化財・ユネスコ無形文化遺産


